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ともに働く仲間 
のために
タケダで働く従業員は、患者さんに医薬品を届
けるために、誠実さを中心に据える価値観に根
差した行動基準を日々実践しています。企業と
しての成功は皆が責任を共有するものです。主
体性をもって牽引することで、個人としても組
織としても成長の機会を最大限得ることができ
るのです。
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私たちの成功の源は「人」にあります。

私たちは、従業員の健康と安心（ウェルビ
ーイング）に投資し、急速に変化する世界
の課題に対応するため、ここで働く人々の
逆境に負けないしなやかな強さ（レジリエ
ンス）を高めることを最優先に考えていま
す。また、生涯学習の文化を育むことで、
役職や職種に関係なく、従業員が潜在能力
を最大限に発揮できるよう支援していま
す。さらに、多様性を重視し、包括性を担
保しながら、機会や報酬の公平性を実現す
る職場づくりを大切にしています。

健康、ウェルビーイング、 
レジリエンスを支援
「世界中の人々の健康と、輝かしい未来に
貢献する」というタケダの存在意義（パー
パス）は従業員の健康を大切にすること
を前提に実現されるものです。2021年度
も、COVID-19への対応として、ワクチン
接種の重要性を啓発するなど、従業員とそ
の家族の健康を守るための活動を行いまし
た。また、レジリエンススキルを強化する

ための新しい学習プログラムも展開し、部
下を持つ管理職を中心にメンタルヘルスに
ついての会話を促すためのツールを提供し
ました。

多様性、公平性、包括性
(DE&I)の尊重
タケダには、80を超える国と地域でさま
ざまな経歴や経験を持つ人々が集まって
おり、非常に多様性に富んだ文化がありま
す。従業員一人ひとりが多様な価値観や意
見に触れながら、皆が力を発揮できること
を望んでいます。グローバルDE&Iカウン
シルやタケダ Health Equity and Patient 
Affairsセンターの設立など、DE&Iへの投
資を加速させ、グローバル規模での健康格
差や不平等を認識し、それに対処するため
の関係構築やプログラム支援に注力してい
ます。タケダの各事業部門や拠点では、そ
れぞれ独自のDE&I目標や戦略、プログラ
ムを設定して事業運営に反映させるとと
もに、グローバルDE&Iの目標やロードマ
ップに沿ったそれぞれのDE&Iに関する目
標や戦略、プログラムを設定しています。

生涯学習を促進する
イノベーションの創出は私たちの進むべき
道であり、その原動力となるのはともに働
く従業員です。COVID-19は、変化のスピ
ードを加速させ、絶え間ない改善とイノベ
ーションが必要となりました。従業員が学
習し、成長し、プロフェッショナルとして
前進するためにタケダならではの機会創出
を行い、社内外で活躍し、社会に貢献でき
る人材育成に取り組んでいます。

このように、人を大切にする文化に支えら
れ、将来にわたり、タケダでともに働く仲
間たちが患者さんに多大な貢献をしてくれ
ると確信しています。

チーフ HR オフィサー 
からのメッセージ

90%
の従業員が、タケダの
価値観を信頼してい
ると回答

85%
の従業員はタケダへ
の誇りをもっている
と回答

2021年従業員体験アンケートでは

ローレン・デュプレイ 
チーフ HR オフィサー
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2021年度 ハイライト

「2022年のグローバル・トッ
プ・エンプロイヤー」に5年連
続で認定

ヒューマン・ライツ・キャンペ
ーン財団の「企業平等指数」で
6年連続満点を獲得

学術誌『サイエンス』の2021年
サイエンス・トップ・エンプロ
イヤーに選出

日 本 の 企 業 ・ 団 体 に お け る
LGBTQ+ダイバーシティ経営
を推進する任意団体work with 
Pride（wwP）による「PRIDE
指標2021」で「Gold」の評価
を獲得
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ともに働く仲間の健康と  
ウェルビーイングを 
支えるために
タケダは、従業員の身体面、精神面、社会
面、経済面の４つの分野でウェルビーイン
グに焦点を当てています。

2021年に実施した従業員体験調査では、
全世界の従業員のうち、ワークライフバ
ランスのための時間を確保できているの
はわずか66％であり、61％がストレスを
管理できず、オン・オフの切り替えに困
難を感じていると回答しました。2020年
に実施した「ケアサーベイ」（Creating 
Adaptability and Resilience Experience 
survey）でも同様の結果でした。

2021年には、従業員が適応力や回復力に
関するスキルを習得できるように、自分の
ペースで進められる柔軟なオンラインのラ
イブ・セッション・プログラム「CAREラ
ーニング」などの新しいツールやリソー
スをグローバルで導入しました。また、世
界有数のメンタルフィットネス・プラット
フォーム「Calm」の無償プレミアム購読
や、オンラインでつながったチームで運動
やウェルビーイングに関する取り組みに挑
戦する「Virgin Pulse Global Challenge」
も導入しました。2021年10月には、職場

でのメンタルヘルスを向上するために2週
間のイベント「Mental Health is Health」
を開催。同イベントでは、世界的に有名な
メンタルヘルス専門家のオンラインセミナ
ーを実施し、オープンで率直な話し合いの
機会を設けました。

2022 年は、ウェルビーイング・ツールや
リソースの認知度を向上させ、ウェブポー
タル上のコンテンツを分かりやすく設計し
直してシームレスなユーザー体験ができる
ようにするなど、プログラムやコンテンツ
をカスタマイズするといった取り組みを通
じてワークライフバランスの課題に対応し
ていきます。

ワークライフバランスは従業員が新しい勤
務形態に適応する上で最も考慮すべき点
であり、職場とリモートのハイブリッド
など、多様な働き方をサポートしていま
す。具体的な勤務形態はチームによって異
なりますが、実際の空間デザインにも工夫
を凝らし、必要に応じて対面での協働をサ
ポートするなど、働き方改革を加速させて
いきます。

精神的、身体的にバランスのとれたウェル
ビーイングを重視し、仕事の進め方を柔
軟に選択できるよう設計され、自宅と職
場スペースを自由に行き来するため、テ
クノロジーが重要な役割を果たしていま
す。2022年にオープンした新しいシンガ
ポールオフィスは、従業員が職場で仲間と
ともに楽しく過ごすことができる空間を提
供し、生産性の向上とイノベーションの創
出に寄与しています。

「コロナ禍の2年間、自宅で孤独な日々を
過ごした私にとって、シンガポールのタ
ケダオフィスは新鮮な空気のような場所で
す。オープンなオフィス空間は、快適で使
いやすく、最新のテクノロジーと多目的ス
ペースが提供され、チームのコラボレーシ
ョンを促したり、イノベーションを創出し
たり、従業員のつながりを促進したりする
工夫に満ちています」。

ー アスリ・ディズダー（ラーニング＆ タ
レントマネジメント ヘッド、グロース＆
エマージング マーケット ビジネスユニッ
ト）

シンガポールオフィスでの 
コミュニティ・スペースの創出

タケダのシンガポールオフィスを再定義・
再設計し、柔軟なハイブリッドワーキング
カルチャーを実現するコミュニティ・スペ
ースに生まれ変わりました。

従業員のフィードバックに基づき、新しい
スペースは協働作業を促進して、イノベー
ションの機会を増やすことで、タケダの存
在意義や価値観を通じたコミュニティへ
の帰属意識を育むようにデザインされて
います。

ス ポ ッ ト ラ イ ト
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多様性、公平性、包括性 
（DE&I）を推進する

タケダにとってのDE&Iとは

多様性（DIVERSITY）:
私たちは、事業を行う地域の人材の多様性を採用にも反映
するようにしています。多様性には、身体的な特徴、認知
能力、性的志向、職業や社会などに関する価値観といった
幅広い違いを含みます。

公平性（EQUITY）:
すべての働く仲間が公平に機会を得て、能力を発揮できる
ようにすることを約束します。包括性に関する障壁をなく
し、従業員の昇格や支援策、報酬などを含む成功に必要な
ものを提供します。

包括性（INCLUSION）:
私たちは、すべての仲間が尊重され、大切にされ、ほかの
仲間に意見を伝えたり、耳を傾けたりできるようにするこ
とで、安心感を感じられる職場をつくります。そのため
に、包括性に関する成功事例をタケダの人事プロセスに
組み込んでいきます。

ヘイデン・マヤヤス
グローバル DE&I ヘッド

2021年度にタケダ初のグローバル・ダイバーシテ
ィ・エクイティ＆インクルージョン（DE&I）の責任
者として入社し、組織内のすべての部門や事業運営
にDE&Iを浸透させる取り組みを行っています。

 詳しくはこちら

多様であることが強さの源泉であり、包括的で公平な組織
であるからこそ力を発揮し、公正であることができるので
す。タケダの従業員が能力を最大限に発揮するためには、
多様性、公平性、包括性という DE&Iの3つの要素すべて
が不可欠です。事業の成功にとってもこれらは非常に重要
です。タケダが製品やサービスを提供する地域社会や患者
さんと同じ多様性が、私たち自身にも必要だからです。

グローバルDE&Iチームは、グローバルHRの傘下に属し
ており、従業員が能力を最大限に発揮し、生き生きと働
ける環境づくりに努めています。グローバルDE&Iヘッド
のヘイデン・マヤヤスは、さまざまな事業部門、ファン
クションのシニアリーダーで構成されるグローバルDE&I
カウンシルをリードし、タケダグローバル全体で抱える
DE&Iの諸課題について議論を行っています。それぞれの
地域や部門単位でみると、DE&Iに対して抱える課題やニ
ーズは異なるため、タケダグローバルで定めた大枠に則
り、個別にそれぞれの現状に合ったDE&Iアクションを検
討し、着実に取り組んでいます。

DE&Iは私たちの企業文化

2021年度に初めて「グローバルDE&Iウィーク」を開催
しました。このイベントはさまざまな気づきを生み出し
たり、それぞれが帰属するコミュニティと同様にタケダ
に対する理解を深めたり、創造性を刺激したりするもの
です。3日間のイベントには8,000人以上の従業員が参加
し、経営陣や外部の講師、患者さん、サプライヤーを迎
えて、個人的な体験などを共有しました。世界各地の事
業部門や職能別組織では、よりイベントの趣旨を深化さ
せ、参加意識を高めるような地域ごとの取り組みなども
実施しました。

報酬の公平性を確保するための取り組み
私たちは、賃金制度とガイドラインが公正かつ市場競
争力があり、タケダイズムの価値観に合致しているこ
とが重要であると考えます。2021年には、複数年に 
わたる段階的なプロジェクトとして、給与の公平性に
関する監査を開始しました。この監査は、同一または
実質的に類似した業務に従事する従業員が、公正で競
争力のある平等な報酬機会を得ることを目的としてい
ます。

タケダ・リソース・グループ（TRG）
タケダには、世界中の組織を横断して従業員が参加する
ことができるタケダ・リソース・グループ（TRG）と
いう従業員組織があります。それぞれの思いや考え方、
個人的な体験などを共有したり、考え方に賛同したり支
援しようという個々の従業員が集まる自由参加の組織で
す。2021年には、TRGに参加する従業員は3,500人から
6,000人へと、大幅に増えました。

The Black Leadership Council (アフリカ系アメリカ
人のコミュニティ)
Building Asian Leader (アジア人リーダー育成のコミ
ュニティ)
EnAbles (障害のある従業員と仲間のコミュニティ) 
Faith@Work (信仰についてのコミュニティ) 
Gender Parity (女性活躍推進)
IGNITE (若手人財育成)
IMPACTO (ラテンアメリカ系コミュニティ)
PACT (働く親とケアギバー）
STRIVE (退役軍人のコミュニティ)
Take Pride (LGBTQ+従業員と仲間のコミュニティ)
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https://www.takeda.com/siteassets/jp/home/corporate-responsibility/reporting-on-sustainability/annual-integrated-report/hayden.pdf


生涯学習と 
リーダーシップ 
育成に注力する
生涯学習は従業員のやる気や専門性を高め、新しい発想につながり、結果的に患者さん
への価値創造につながります。私たちは従業員向けの「アクセラレーター・プログラ
ム」（スポットライト参照）のような幹部育成プログラムトレーニングを実施し、従業
員が継続的に能力開発に取り組めるようにオンデマンド学習プログラムを提供していま
す。タケダは、従業員がひとつの場所でさまざまなことを日々学び続けることができる
ように、新しいテクノロジーにも投資をしています。

タケダ・エグゼクティブ・チーム（TET）
が主催するアクセラレーター・プログラ
ムは、キャリアの早い段階で高いポテン
シャルを持つ従業員に対し、少なくとも2
回以上の海外勤務を経験させる5年間のプ
ログラムで、参加者はシニアリーダーか
ら定期的にフィードバックとコーチング
を受けられます。2021年には、16名がこ
のプログラムを修了し、新たに10名が参
加しました。

最近プログラムを修了したカタリーナ・ゲ
ッパートは、アクセラレーター・プログラ
ムに参加したことで、世界中の仲間とつな
がることができ、それぞれの地域で医療シ
ステムがどのように異なるかを理解するの
に役立ったと評価しています。

「このプログラムでは、それまで知らなか
った社内のさまざまな部署や業務を知るこ
とができました。私はドイツ出身ですが、
プログラムに参加したことで、医療制度も
働き方も全く異なる米国で働くことができ
ました」とゲッパートは話しています。

米国での勤務の後、ゲッパートは日本のタ
ケダリーダーシップチームを支援し、その
後、ベトナムのオペレーションをリードす
る現職に異動しました。

ゲッパートは「文化の全く異なる3つの国
で生活したことで、普通であることや正し
いことについて思い込みがあったことを反
省しました。この経験は私がグローバルリ
ーダーになるための重要なステップになり
ました」と述べています。

タケダでは、データとデジタルを活用した
新しい働き方を実現するために、従業員の
能力開発に取り組んでいます。ロボティッ
ク・プロセス・オートメーション（RPA）
の新しい研修プログラムはその一例です。
このプログラムでは、ソフトウェアベース
の「ボット」を使って、日常業務を自動化
するスキルを身につけることができます。
上級コースでは、自分自身でボットを開発
するなど、より複雑なボットのプログラム
なども学べます。2021年度は、1,200人
以上が研修プログラムに参加し、そのう
ち350人がRPAの代表として270以上のボ
ットを開発しました。

これらのボットにより、従来の業務におい
て475,000時間以上を削減することがで
き、従業員はより付加価値の高い業務に集
中できるようになりました。

また、「タケダ・ビヨンド・トゥモロー」
という5部構成の学習プログラムを開始
しました。ここではテクノロジーが従業
員や業務にどのように役立つかを理解で
きます。「将来、仕事で成長するために
（Thriving in the Future of Work）」と
いうオンライン学習も導入しました。管理
職向けの情報や最新の調査、ツールなども
提供しています。

従業員のデジタルスキルを 
高める

未来を担うリーダーを育成

ス ポ ッ ト ラ イ ト

83%
の従業員が「仕事を
通じて学び、成長で
きる」と回答

79%
の従業員が「失敗す
ることが成長の機会
になると上司は考え
ている」と回答

2021年従業員体験アンケートでは
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